
ふくしまの畜産復興対策事業（新規） 

 

１ 趣    旨 

東日本大震災及び原発事故の影響により大きな被害を受けた本県畜産業の復興を図るため、生産、風評払拭及び経営安定の対策を一体 

的に支援する。 

 

２ 事 業 内 容 

（１） 畜産産地再生支援事業 

畜産産出額の拡大及び雇用の創出を推進するため、企業や市町村への訪問活動及び調査活動を行い、畜産企業の新規参入および 

営農再開を積極的に働きかける。 
（２） 福島牛改良基盤再生事業（ゲノミック評価推進事業） 

    福島牛の能力と品質を向上させ、風評に負けないブランド力の強化を図るため、先端技術であるゲノミック評価を活用し優秀な 

県産種雄牛の造成を目指すとともに、遺伝的多様性の向上に向け特色ある系統の繁殖雌牛導入を支援する。 

（３） 未来の畜産創生事業 

    肉用牛の生産基盤を早急に回復させるため、肉用牛一貫経営への転換等による肉用牛の生産基盤を回復させる取組等の支援を行い 

地域一体的な所得向上を目指す。 

（４） 次世代酪農家手育成・乳量ＵＰチャレンジ事業 

次世代の酪農家を育成するため、県内全域の酪農後継者等が組織する団体が行う技術・経営研修の開催経費、及びモデル検定の実 

施に対し補助金を交付する。 

（５） 福島牛ブランド力向上対策事業 

先端技術であるゲノミック評価を、種雄牛の造成に加えて、繁殖農家が飼養する繁殖雌牛にも応用することで、福島県肉用牛全体 

のレベルアップを図り、「福島牛」を全国トップレベルのブランド牛へと復活させる。 

（６） 中核酪農家生産基盤強化事業（福島県生乳生産基盤緊急強化対策事業） 

生乳生産基盤強化のため、成畜飼養頭数１２０頭以上の中核酪農家が乳用初妊牛導入により生乳生産量を増加させる取組に対し支 

援する。 
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（７） うまい！「福島県産牛」生産・販売力強化対策事業 

福島県産牛の生産基盤を回復させるため、付加価値の高い牛肉生産技術や肥育技術の確立を支援するとともに、和牛肉の販売拡大 

   を推進し生産基盤の強化を図る。 

 

３ 事業実施主体   ２の（１） 県 

           ２の（２） 県（委託先：公益社団法人全国和牛登録協会福島県支部）、全国農業協同組合連合会福島県本部等 

           ２の（３） 県、団体 

           ２の（４） 福島県酪農青年研究連盟 

           ２の（５） 県 

           ２の（６） 福島県酪農業協同組合、全国農業協同組合連合会福島県本部等 

           ２の（７） 県 

 

４ 予 算 額   １８７，８６９千円 

 

５ 補 助 率   定額 

 

６ 事業実施期間   ２の（１）      令和３年度～令和５年度 

           ２の（２）      令和３年度～令和５年度 

           ２の（３）      令和３年度～令和４年度 

           ２の（４）      令和３年度～令和５年度 

           ２の（５）      令和３年度 

           ２の（６）      令和３年度～令和７年度 

           ２の（７）      令和３年度～令和７年度 

 

【担当課：生産流通総室畜産課 ０２４－５２１－７３６５】  
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◆事業内容 (本県への畜産企業の参入を進めるため、以下の取組を行う。）

（１）企業・市町村訪問活動（事業費574千円）

（企業訪問活動）

①畜産企業等への訪問等による本県参入への働きかけ、企業ニーズの収集

②他農業振興機関との協力・連携

（公財）福島県農業振興公社、（一社）福島県農業会議

（公財）福島イノベーションコースト推進機構

（市町村訪問活動）

①畜産企業参入についての意向調査、立地候補地の情報収集、受入ニーズ調整

②畜産企業参入に消極的な市町村への理解醸成活動

（企業参入事例、環境対策事例の紹介等による畜産企業参入門戸拡大）

③市町村の有する企業情報の共有

④被災１２市町村への参入推進

（２）広報活動（事業費426千円）

①畜産雑誌広告掲載、チラシの配布

②企業個別相談会の開催（対面・オンライン）

◆事業費計 1,000千円

◆期待される効果

本県畜産産地の再生

（福島県全域）
○畜産産出額の回復

○新たな担い手の確保
新規雇用の創出

○有機性資源の供給による他品
目農業の活性化

○耕作放棄地の農地再生等

（被災12市町村）
○新規雇用創出による住民帰還
の促進

○旧避難指示区域の営農再開

○他品目農業の営農再開加速

本県の畜産は東日本大震災・原子力災害による顕著な畜産担い手の減少により畜産生産基盤が弱体化した。
残された担い手の育成や経営再開だけでは失った生産基盤をカバーしきれず、畜産企業参入による新たな担い手の確保が必要である。
このため、新たな担い手として、畜産企業の新規参入を図り、畜産生産基盤の再生及び雇用創出による旧避難指示区域の住民帰還の

促進、他品目農業の活性化による営農再開の加速化を図り、本県畜産産地再生を推進する。

畜産産地再生支援事業
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当県と和牛改良先進県である鳥取県が共同で

種雄牛を造成し、鳥取県の優秀な種雄牛の遺伝子

を当県に取り入れ、これまでにない強力な種雄牛

の造成を図る。 

震災以降、本県の肉用牛改良基盤の衰退が見られることから、最先端技術であるゲノミック評価の活用による優秀な種雄牛造

成を継続するとともに、和牛改良先進県である鳥取県との種雄牛共同造成を実施し、風評に負けないブランド力の強化を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○想定スケジュール      

 
 
 
 
 
 

検定牛評価に

よる仮選抜 
種雄牛候補

選抜 

基礎雌牛選抜 

○選抜・改良の精度向上 
○改良基盤の再生加速化 
○改良の効率化 
 
○「勝忠安福」の後継とな

る全国に誇る高能力種

雄牛の誕生 
○ブランド力向上による 
風評に負けない産地形

成の加速化 

 

〈背景〉 

○震災後、生産基盤の復興を重

点的に取り組んできたため、

肉用牛改良基盤が弱体化して

いる。 
 
〈課題〉 

○震災後の改良休止により、種

雄牛造成のための交配等、肉

用牛改良が遅れている。 
○種雄牛造成には最低５年を要

するため「勝忠安福」等の高

能力後継牛の早期造成が必要 
○根強く残る風評により、福島県

産牛の価格は他県に比べ１割

程安価となり、畜産農家の意欲

低下が見られる。 

並行的に実施 

選抜 母牛 
選抜 

背景と課題 期待する効果 

候補牛選抜 
[1 次選抜] 

鳥取県との種雄牛共同造成 

候補牛 
生産 

直接検定 
[2 次選抜] 

 
県内でのゲノミック評価体制整備

を図り、雌牛の評価を進めることで、

改良基盤再生のさらなる加速化を図

る。 

福島牛改良基盤再生事業 
（ゲノミック評価推進事業） 

後代検定用 
子牛生産 
[仮選抜] 

R3 年度事業費  
46,816 千円 

現場後代 
検定 

概要（内容） 実施主体 H30 H31(R元) R2 R3 R4 R5 R6 R7

ゲノミック評価(母牛)

ゲノミック評価(候補牛等)

候補牛の検定

(新)鳥取県との共同造成

(新)県内でのゲノミック評価

畜産団体等

畜産研究所

肥育農家へ移管   現場後代検定直接検定 検定終了検定牛の取得交配2次選抜

母牛50頭

検定牛の評価 仮選抜候補牛4頭 1次選抜

基幹種雄牛誕生！

受精卵生産開始 雄産子出生 直接検定 ～以降、種雄牛選抜の流れどおり～

実施体制整備 県内繁殖雌牛に対してゲノミック評価実施

～同様の流れを毎年度実施～

ゲノム評価体制整備 

基幹種雄

牛誕生！ 

先端技術であるゲノミック評価を活用した肉用牛改良の継続 

○種雄牛造成の流れを継続 

新規 

取組 

ゲノミック評価を活用した選抜 

直接検定による選抜 
 

候補牛の発育状況

を調査 

鳥取県とのパイプ形成に

よる種雄牛造成に係る協

力・情報交換体制の構築 

新規 

取組 

並行的に実施 
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≪背景≫
・生産戸数・頭数の激減
・子牛価格の高騰

43万円×70万円（平均）
（H24） （現在）

・風評による枝肉価格の
低下

≪課題≫
・子牛相場に左右されず

安定的に肉用子牛を生
産できる体制の構築が
急務

未来の畜産創生事業

震災と原発事故により、大幅に減少した肉用子牛の生産基盤を回復させるため、肉用牛肥育経営農家が「一貫経営」へ
「転換」する場合を支援する。

今後は、肉用牛一貫生産体制への転換を加速化させるため、繁殖雌牛の導入に対する支援を継続する他、肉用牛一貫生
産に特化した県指導者の養成及び肉用牛一貫生産に係る繁殖雌牛の飼養スペース確保のため、県内の空き牛舎を活用し
た新たな生産体制に取り組むための支援を行う。

背景と課題

・一貫生産体制の波及
・新たな繁殖基盤の担い手確保
・生産基盤強化の加速化
・肥育農家の経営安定

○県民へ安定的に福島牛を
供給できる

○産地競争力の強化

期待する効果

令和３年度事業
事業費：9,661千円

１ 肉用牛一貫経営チャレンジ事業 ６，０００千円
４００千円／頭×５頭×３戸

２ 空き牛舎フル活用サポート事業 ２，９００千円
畜舎改修経費 ７２５千円×４戸

３ 肉用牛プロフェッショナル養成事業 ７６１千円
旅費、報償費

事業内容

肉用牛肥育農家の
経営圧迫

【肥育農家（現状）】

【一貫経営に転換】

空き牛舎活用
新たな飼養スペースの確保

繁殖

繁殖

繁殖

繁殖

☆県指導者のプロフェッショナル養成☆

一貫経営への転換推進
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次世代酪農家育成・乳量ＵＰチャレンジ事業

１ 背景・目的

◇ 酪農担い手が大幅に減少した本県では、生乳生産基盤の再生を限られた担い手に委ねざるを得ない状況にある。こうした状況を変革し、地域の
酪農産地を活性化させていくため、個々の経営の増頭(大規模化)や個体乳量の増加を図りながら、地域の中核となる経営体を育成し、持続的に
発展できる酪農生産基盤を再構築する必要がある。

◇ このため、本事業により、次代を担う酪農後継者を対象とし、規模拡大に対応した経営能力や技術力の向上を図る。

２ 事業内容
（１）経営能力向上・地域課題解決事業

酪農後継者組織が本県の酪農発展に向けて課題を共有し、自ら必要と考える技術や経営能力向上を目的に実施する研修会等の開催を支援する
とともに、酪農後継者組織と試験研究機関との連携により、既存の技術で対応できない課題等の解決に向けた取組を支援する。

（２）モデル検定事業
選定した若手酪農後継者が行う牛群検定の費用の１／２を補助し、牛群検定から得られた情報を使って研修会内で専門家からの指導を受け、

自己の経営に反映させるとともに他酪農家への波及を図る。

３ 事業実施主体：福島県酪農青年研究連盟

４ 事業費：１，７５０千円（国庫補助金：地方創生推進交付金８７５千円）
（１）５００千円（研修会開催経費＠２４０千円×２回、会議費＠１０千円×２回）
（２）１，２５０千円（研修会開催経費＠４００千円×２回、モデル検定＠７５千円×６名）

５ 事業期間：令和３年度

Ｒ３事業費：1,750千円

表１ 全国との差

図１ １頭当たり年間乳量と
牛群検定加入率

7500

8000

8500

9000

2005 2010 2015 2020

福島県平均

全国平均

※この差を研修効果で縮める

※乳量差
670㎏

年

（ｋｇ）

福島県 全国

牛群検定加入率（％） 25.7 53.6 25
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１
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り
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養
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酪
農
家
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全国 93.9頭/戸
福島県 40.1頭/戸

（戸） （頭）

原子力災害前の
55％に減少

図２ 酪農家戸数および規模の推移

平均飼養頭数

酪農家戸数

１戸当たりの
飼養頭数

経営規模    牛の能力 　売上

福島県
①

全国
②

差

①－②

※乳価を100円／㎏として算出

-54頭

約8,710kg94頭

約8,040kg40頭

-362万円
※-670kg
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福島牛ブランド力向上対策事業
福島牛を全国トップレベルのブランド牛へ復活させるため、脂肪交雑などの経済形質に優れた種雄牛造成に加え、「おいしさ」に優れ

た牛肉の生産技術や「おいしさ」の指標となる成分のゲノミック評価技術を確立し、牛肉生産技術に活用することで、福島牛の更なるブ
ランド力強化を図る。

背 景

従来の「霜降り」に、赤身肉の「うまみ」「おいしさ」を加える
～ブランド牛である福島牛のグレードアップ！～

事 業 の 内 容 目 指 す 姿

銘柄
『福島牛』

「おいしさ」に
優れた牛肉

消費者ニーズに応える福島牛を生産し
全国トップレベルのブランド牛へ！

ゲノミック評価を活用し、脂肪交雑に
優れた種雄牛の造成を図ってきた

平成30年度から・・・

しかし！

福島県では種雄牛造成に
関する牛のみ評価実施

●従来の霜降り肉●
脂肪交雑重視高級和牛肉

おいしい牛肉生産技術開発事業

＋ 牛肉本来のおいしさを
求める消費者の志向

＋ ＝

「霜降り」と
「おいしさ」の
バランスに

優れた牛肉の
生産

純粋な霜降り肉ではなく、「霜降り」と「おいしさ」のバランス
に優れた牛肉に対する嗜好が高まり、注目されている！

県内牛群全体のレベル
アップを図るため、種雄
牛だけでなく、繁殖雌牛
のレベルアップも必要！

全国トップの種雄牛誕生
＋

繁殖雌牛の能力アップ

県内牛群全体の
レベルアップ！

♂

♀

県民への良質な

牛肉の安定供給
が可能となる！

ブランド牛を
抱えた福島県の
『プライド』復活！

味覚センサーにより分析

味覚や牛肉のうまみに影響を及ぼす要因を分析し、

「霜降り」と「おいしさ」に優れた牛肉を探し出すことを目
指すとともに、ゲノミック評価にも活用することで、より
一層のブランド力強化を図る。

オレイン酸等の脂肪酸
組成に係る既存知見

福島大学
食農学類との連携

活用

おいしさに優れた
牛肉の生産技術の確立

ゲノミック評価の活用
（R２年度機器導入）

R３年度より実施

R２年度より実施
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（新）中核酪農家生産基盤強化事業
（福島県生乳生産基盤緊急強化対策事業）

原子力災害による「原乳出荷制限」・「牧草地・飼料畑の放射性Ｃｓ汚染」は、すべての経営規模階層に被害をもたらし、その結果、これ
までの間に、本県では離農や経営体成長の停滞を余儀なくされた。（一方で、全国では経営規模拡大が進んでいる。）
本県の酪農家戸数は、震災前（H23.2月）に比べ、55％（R2.2月）にまで減少し、その後も減少に歯止めがかからず、減少率は全国と比べ
14ポイント高い（図１）。
急激に担い手が減少した本県においては、将来にわたり安定した生乳生産量を確保するためには、限られた担い手の増産に頼らざるを得な
いことから、意欲ある酪農家の増産を強く推進する必要がある。

◇中核酪農経営体の生乳生産基盤を緊急的に強化するため、成畜飼養頭数120頭以上の中核酪農経営体が乳用初妊牛導入により生乳生産量を
増加させる取組に対し支援する。

図３ 生乳生産量
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図２ 飼養頭数
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事業の効果
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R3事業費：69,096千円

中核酪農家

事業内容

増頭を支援

(1)乳用初妊牛の導入経費 @275千円補助×250頭 ＝ 68,750千円
(2)事業の円滑な推進を支援 346千円

県内乳用牛の増頭を図る、
足腰の強い経営体を育成

総事業費 ：６９，０９６千円

事業実施主体：生乳生産者団体

事業実施期間：令和３～７年度

【事業対象酪農経営体】

成畜飼養頭数120頭以上の経営体

【要件】
事業実施翌年度の生乳生産量を

事業実施前年度から10％以上増加
させる（経営体毎）
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＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

うまい 「福島県産⽜」生産・販売⼒強化対策事業ため、以下の取組を支援。
１．ゲノム解析活用による種雄⽜造成体制の確⽴

銘柄「福島⽜」ブランド強化に向け、ゲノミック選抜⼿法の和⽜改良を
進め、共同研究データを取り⼊れながら、産⾁能⼒評価分析からオレイ
ン酸等が豊富なプレミアム感の⾼い和⽜⾁を作り出す遺伝的に改良能⼒
に優れた繁殖雌⽜群の整備を図り、種雄⽜造成体制を確⽴する。

２．地域資源活用「福島⽜」生産技術推進
7年連続で⽇本⼀の評価を受けた本県産⽇本酒の酒粕を飼料原料の⼀部

として活⽤し、付加価値の⾼い⽜⾁⽣産技術を確⽴する。

３．新たな和⽜肉生産技術の実証
消費者の赤身⽜⾁指向に応える和⽜⾁の⽣産に向けて、和⽜繁殖雌⽜の
更新に伴う⽼齢繁殖雌⽜肥育を有効な⼿段と捉え、旨み等を重視した飼
い直し肥育技術を確⽴する。

４．県産和⽜流通販売対策強化
旨み成分等、新たな特色ある和⽜⾁の販売拡大を推進するため、関係機

関・団体で組織する協議会を設置し、試験販売を⾏う等販売促進やPR、
新たな販売棚確保等を⾏う活動に対して⽀援する。

うまい 「福島県産⽜」生産・販売⼒強化対策事業
＜事業のポイント＞
うまい 福島牛をアピールするため、「福島県産和牛の特徴」を⾒える化し、生産体制の確⽴と販売促進する事業を支援する。

＜現状・背景＞
東⽇本大震災・原⼦⼒災害に伴う福島県産牛⾁に対する風評被害の払拭のため、県内の⾁⽤牛関係者は、美味しい福島県産牛⾁の生産・供給体制を整備し、また⾁

⽤牛の生産基盤と改良基盤の回復に向けた新しいゲノミック評価技術を活⽤した優良雌牛群の整備と⾼能⼒種雄牛造成体制の構築を望んでいる。

【令和３年度予算額 56,246千円】

＜事業の流れ＞

生産者団体
大学等福島県

委託・交付

１．ゲノム解析活用による種雄⽜造成体制
の確⽴

２．地域資源活用「福島⽜」生産技術推進

３．新たな和⽜肉生産技術の実証

福島県産和⽜生産販売⼒強化対策事業

魅⼒的で新しい販売戦略に対応できる美味しい福島⽜

国

交付

４．県産和⽜流通販売対策強化

ゲノム解析、おいしさにプレミア
ム感の⾼い雌牛群整備

ゲノム選抜
種雄牛造成

・オレイン酸
・おいしさ

遺伝的に改良能
⼒に優れた種雄牛

【背 景】
⽇本酒の⾦賞受賞数⽇本⼀

県産⽇本酒の酒粕を飼料の⼀部
として加⼯し肥育牛へ給与（マニュ
アル作成）

和牛香、ｶﾞﾝﾏﾉﾅﾗｸﾄﾝ分析
おいしさ⾒える化、イメージング質量
分析

・ 魅⼒ある「福島牛」生産のイメージアップ
・ 「福島牛」特徴の⾒える化し、ブランド強化

・ 完熟旨み重視の⾚⾝牛⾁の生産技術の確⽴

【背 景】
⾚⾝指向に応える和牛⾁生産

和牛繁殖牛の更新に伴い、旨みを
重視した飼い直し肥育

遊離アミノ酸（グルタミン酸、アスパ
ラギン酸等）分析
和牛香（ｶﾞﾝﾏﾉﾅﾗｸﾄﾝ）分析

【背 景】
新たな特色和牛⾁の販売拡大

関係機関・団体で組織する協議
会の設置

・ 販売促進・PR
・ 牛⾁の新たな販売棚の確保

試験販売等の実施など
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